基盤研究（Ｂ）（一般）１
基盤研究（Ｂ）（一般）３
【１　研究目的、研究方法など（つづき）】

[image: image1.emf]１　研究目的、研究方法など
本研究計画調書は「小区分」の審査区分で審査されます。記述に当たっては、「科学研究費助成事業における審査及び評価に関する規程」（公募要領１１１頁参照）を参考にしてください。
本欄には、本研究の目的と方法などについて、３頁以内で記述してください。
冒頭にその概要を簡潔にまとめて記述し、本文には、(1)本研究の学術的背景、研究課題の核心をなす学術的「問い」、(2)本研究の目的および学術的独自性と創造性、(3)本研究で何をどのように、どこまで明らかにしようとするのか、について具体的かつ明確に記述してください。
本研究を研究分担者とともに行う場合は、研究代表者、研究分担者の具体的な役割を記述してください。
（概要）　※１０行程度で記述してください。
（1）●●●・・・


（2）●●●・・・
（3）●●●・・・
（本文）
（1）本研究の学術的背景、研究課題の核心をなす学術的「問い」
（この研究の一般的な背景を20行ほど）


（4枚目「２　本研究の着想に至った経緯など」の設問(2)(3)の要約も適宜入れる）




（そして、なにが問題なのか？解明すべき課題はなにか？を6行ほど）


（2）本研究の目的および学術的独自性と創造性

（期間内に到達したい目標・目的を設定して6行ほど）
（複数ある場合は、箇条書き等の工夫をしてもよい）

（本研究の学術的独自性と創造性を8行ほど）
※他者の研究と比べて、独自の着眼点や技術など、光るところを宣伝する。他者に評価されたり引用されたりした客観的な実績があれば、説得力が増す）

（3）本研究で何をどのように、どこまで明らかにしようとするのか

（研究計画を1ページ半ほど）（時系列の表があってもわかりやすい）

	年度
	4～6月
	7～9月
	10～12月
	1～3月

	H30
	●●の●●
	
	
	●●の●●●●

	H31
	
	
	
	●●●●の●●

	H32
	
	
	
	


（最後に）
「以上の研究によって、～が明らかになる」

「この研究計画によって、～に貢献できると考える」など、締めの言葉も書く
２　本研究の着想に至った経緯など
本欄には、(1)本研究の着想に至った経緯 、(2)関連する国内外の研究動向と本研究の位置づけ、(3)これまでの研究活動、   (4)準備状況と実行可能性、について２頁以内で記述してください。
「(3)これまでの研究活動」の記述には、研究活動を中断していた期間がある場合にはその説明などを含めても構いません。
（1）本研究の着想に至った経緯



（2）関連する国内外の研究動向と本研究の位置づけ

（他者による関連研究の状況と、今回申請する研究課題の位置づけを書く）

（3）これまでの研究活動

（申請者がこの研究に関して、これまでに行ってきたこと、研究成果などを書く）


（4）準備状況と実行可能性


３　研究代表者および研究分担者の研究業績
本欄には、研究代表者、研究分担者がこれまでに発表した論文、著書、産業財産権、招待講演のうち重要なものを選定し、現在もしくは過去から発表年次の順に、通し番号を付して２頁以内で記入してください。なお、学術誌へ投稿中の論文を記入する場合は、掲載が決定しているものに限ります。
学術誌論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）を記入してください。以上の項目が記入されていれば、各項目の順序の入れ替えや、著者名が多数の場合、主な著者名のみ記入しその他の著者を省略することは問題ありません。なお、省略する場合は、省略した員数と、研究代表者、研究分担者が記載されている順番を○番目と記入してください。
研究代表者には二重下線、研究分担者には一重下線を付してください。
〔論文〕
1. 旭医　太郎、旭医　花子、学振　五郎、●●と応用研究、文部科学学会誌、査読有、1巻、2016、100-125（DOI: ●●. ●●●●/●●●●）

2. 文科　太郎、旭医　太郎(10名中7番目)、文科　次郎(10名中8番目)、他、●●●の展開、学振ジャーナル、査読有、Vol.1、No.2、2014、pp.14-20（http:// ●●●●●●●●●●）

3.


〔著書〕

1. 旭医　太郎 他、●●出版、●●●と応用研究、2014、150ページ



４　人権の保護及び法令等の遵守への対応（公募要領４頁参照）
本欄には、本研究を遂行するに当たって、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取り扱いの配慮を必要とする研究、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など法令等に基づく手続が必要な研究が含まれている場合、講じる対策と措置を、１頁以内で記述してください。
個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査、提供を受けた試料の使用、ヒト遺伝子解析研究、遺伝子組換え実験、動物実験など、研究機関内外の倫理委員会等における承認手続が必要となる調査・研究・実験などが対象となります。
該当しない場合には、その旨記述してください。
〔該当する場合〕

本研究には●●●●●●●●（←動物実験／遺伝子組換え実験／人を対象とする医学系研究　など該当するものを記入）を含むため、旭川医科大学の●●●●●●●●委員会（←動物実験委員会／遺伝子組換え実験安全委員会／倫理委員会　など必要なものを記入）へあらかじめ研究計画を提出し、審査及び承認を受けた上で研究を行う（←または、既に承認を受けている（承認番号：○○○○○））。

〔特にない場合〕

本研究においては、人権の保護及び法令等に基づく手続は不要である。必要が生じた場合には関係法令等に従って所定の手続きを行い、承認等を受けた上で研究を行う。
５　研究計画最終年度前年度応募を行う場合の記述事項（該当者は必ず記述してください（公募要領２４頁参照））
本欄には、本研究の研究代表者が行っている、平成30年度が最終年度に当たる継続研究課題の当初研究計画、その研究によって得られた新たな知見等の研究成果を記述するとともに、当該研究の進展を踏まえ、本研究を前年度応募する理由（研究の展開状況、経費の必要性等）を記述してください。
該当しない場合は記述欄を削除することなく、空欄のまま提出してください。
	研究種目名
	課題番号
	研究課題名
	研究期間

	
	
	
	平成　年度～平成30年度


当初研究計画及び研究成果　　※１０行程度で記述してください。

前年度応募する理由　　※１０行程度で記述してください。
様式Ｓ－１３ 研究計画調書（添付ファイル項目）





(1)～(3)の設問を網羅





目安の分量は


(1)　：　(2)　 ：　(3)　＝　5　：　3　：　2





(1)～(3)の設問には必ず回答してください


（採点項目です）





【研究協力係からのお願い】


注意事項や攻略ｾﾐﾅｰ情報を、このような黄色い吹出や赤い文字で示しています。


提出時にはこれらの吹出や文字は削除してください。





行数はすべて目安





～審査員用「評定基準」より抜粋～　　※漏れがあると減点されやすくなるので注意※


（１）研究課題の学術的重要性・妥当性


・学術的に見て、推進すべき重要な研究課題であるか。





視覚的にわかりやすい


図や表があれば


どの項目でも使用可





審査員へは


モノクロで紙配付される


（カラーのPDF版も読める）





図の簡単な説明も





～審査員用「評定基準」より抜粋～　　※漏れがあると減点されやすくなるので注意※


（１）研究課題の学術的重要性・妥当性


・研究課題の核心をなす学術的「問い」は明確であり、学術的独自性や創造性が認められるか。








～審査員用「評定基準」より抜粋～　　※漏れがあると減点されやすくなるので注意※


（２）研究目的、研究方法の妥当性


・研究目的が明確であり、その研究目的を達成するため、研究方法等は具体的かつ適切であるか。





～審査員用「評定基準」より抜粋～　　※漏れがあると減点されやすくなるので注意※


（２）研究目的、研究方法の妥当性


・研究目的が明確であり、その研究目的を達成するため、研究方法等は具体的かつ適切であるか。





～審査員用「評定基準」より抜粋～　　※漏れがあると減点されやすくなるので注意※


（１）研究課題の学術的重要性・妥当性


・研究課題の核心をなす学術的「問い」は明確であり、学術的独自性や創造性が認められるか。








●●●●●●●●●●における


●●●●●●●●の●●●●





●●●●●●●●





●●●●●●





●●●●の●●●●





●●●●●●●●●●●●





～審査員用「評定基準」より抜粋～　　※漏れがあると減点されやすくなるので注意※


（４） 研究課題の波及効果


・本研究課題によって成果があがった場合、より広い学術、科学技術あるいは社会などへの波及効果が期待できるか。





(1)～(4)の設問には必ず回答してください


（採点項目です）





～審査員用「評定基準」より抜粋～　　※漏れがあると減点されやすくなるので注意※


（１）研究課題の学術的重要性・妥当性


・研究計画の着想に至る経緯や、関連する国内外の研究動向と研究の位置づけは明確であるか。





～審査員用「評定基準」より抜粋～　　※漏れがあると減点されやすくなるので注意※


（３）研究遂行能力及び研究環境の適切性


・これまでの研究活動等から見て、研究計画に対する十分な遂行能力を有しているか。


・研究計画の遂行に必要な研究施設・設備・研究資料等、研究環境は整っているか。





～審査員用「評定基準」より抜粋～　　※漏れがあると減点されやすくなるので注意※


（３）研究遂行能力及び研究環境の適切性


・研究計画の遂行に必要な研究施設・設備・研究資料等、研究環境は整っているか。


・研究計画の遂行に必要な研究施設・設備・研究資料等、研究環境は整っているか。





全体で


2頁に収める





・通し番号（論文、著書、…と分けて連番にしても、全て並べても可）


　（今年から、現在⇒過去の順でも、その逆順でも可）


・査読の有無


・著者の下線（代表者は二重・分担者は一重）　を忘れずに





研究業績


全体で


2頁に収める








該当しない場合は何も書かずに空欄のまま提出








